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東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
伏
見
院
詠
草
」
の
性
格

―
合
点
・
丸
印
の
意
味
す
る
も
の

―

阿

尾

あ

す

か

一

鎌
倉
時
代
後
期
の
持
明
院
統
の
天
皇
で
あ
っ
た
、
伏
見
院
は
、
京
極
派

和
歌
を
代
表
す
る
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
家
集
と
し
て
は
、

晩
年
に
自
撰
し
た
自
筆
歌
稿
の
広
沢
切
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
ま
た
、
永

仁
勅
撰
の
議
の
際
に
ま
と
め
ら
れ
た
家
集
の
断
簡
と
さ
れ
る
松
木
切
に

も
、
伏
見
院
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
、
従
来
、
慶
運
の
詠
草
と
さ
れ
て
き
た
東
京
国

立
博
物
館
所
蔵
の
「
詠
草
」
も
、
伏
見
院
自
筆
の
家
集
の
断
簡
で
あ
る
こ

と
が
、
近
年
、
小
林
大
輔
氏
（
一
）

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
小
林
氏

に
よ
っ
て
「
伏
見
院
詠
草
」
と
命
名
さ
れ
た
、
こ
の
家
集
に
つ
い
て
の
詳

細
な
書
誌
は
、
氏
の
一
連
の
研
究
（
二
）

に
譲
る
。
巻
子
本
一
軸
の
こ
の
詠

草
は
、
全
二
八
八
首
、
全
二
二
紙
の
継
紙
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

後
人
に
よ
る
紙
継
と
考
え
ら
れ
る
。
小
林
氏
の
指
摘
の
通
り
（
三
）

、
そ
の

内
容
と
、
紙
継
ぎ
へ
の
文
字
の
掛
か
り
方
か
ら
、
第
一
紙
と
第
二
紙
、
第

一
三
紙
と
第
一
四
紙
は
、
一
連
の
紙
継
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は

連
続
し
て
お
ら
ず
、
継
ぎ
方
に
は
正
確
さ
を
欠
く
箇
所
が
多
い
。
と
も
か

く
、
い
ず
れ
も
、
秋
・
冬
の
歌
が
ま
と
め
て
書
き
出
さ
れ
て
お
り
、
部
立

に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
家
集
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

全
歌
数
二
八
八
首
の
う
ち
、
当
詠
草
内
で
の
重
出
歌
は
四
首
、
他
文
献

の
別
出
は
五
三
首
（
四
）

、
新
出
歌
は
二
三
五
首
。
勅
撰
集
入
集
歌
は
、
『
玉

葉
集
』
に
一
首
、
『
風
雅
集
』
に
三
首
と
合
わ
せ
て
四
首
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
、
『
風
雅
集
』
入
集
の

番
歌
が
京
極
為
兼
の
作
と
し
て
入
集
し
て

236

い
る
問
題
（
五
）

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

た
い
。

小
林
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、詞
書
か
ら
詠
歌
年
次
が
明
ら
か
な
も
の
は
、

正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
九
月
十
三
日
【

～

】
、
永
仁
元
年
（
一
二

130

134

九
三
）
八
月
十
五
日
（
詞
書
に
は
「
九
月
十
三
夜
」
と
あ
る
が
間
違
い
）

【

～

】、
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
の
秋
【

～

】
、
同
年
十
月
十

197

199

102

105

六
日
【

】
で
あ
り
、
当
詠
草
は
伏
見
院
二
六
歳
の
正
応
三
年
か
ら
、
四

151

〇
歳
の
嘉
元
二
年
ま
で
の
間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
六
）

。
こ
の
期
間
は
、

京
極
派
歌
風
形
成
期
か
ら
確
立
期
の
期
間
に
当
た
る
。
当
詠
草
は
、
多
く

の
新
出
歌
を
含
み
、
ま
た
伏
見
院
の
歌
風
形
成
の
展
開
を
見
る
上
で
も
重

要
な
資
料
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
詠
草
に
は
、
勅
撰
集
入
集
歌
す
べ
て
に
歌
頭
に
丸
印
や

合
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
誰
か
が
秀
歌
を
選
ん
で
こ
れ
ら
を
付
け
た
も
の
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と
考
え
ら
れ
る
。
勅
撰
集
撰
集
作
業
の
際
に
付
け
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

当
詠
草
と
『
玉
葉
』
『
風
雅
』
の
両
集
と
で
は
、
詞
書
や
歌
題
が
異
な
っ

て
お
り
、
す
で
に
小
林
大
輔
氏
も
指
摘
し
て
い
る
（
七
）

よ
う
に
、
勅
撰
集

撰
者
が
直
接
、
撰
集
の
資
料
に
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
勅
撰
集
入
集
歌
以
外
の
歌
に
も
、
歌
頭
に
合
点
や
丸
印

が
、
句
に
も
合
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
丸
印
を
付
け
な
が
ら
、

歌
の
本
文
が
消
さ
れ
た
も
の
も
見
え
る
（
図
１
参
照
）
。
他
に
、
鉤
点
や

訂
正
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
伏
見
院
の
広
沢
切
で
の
書
き
癖
と
も
共

通
す
る
こ
と
か
ら
、
院
自
身
の
書
き
入
れ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

（
図
２
参
照
）
。
鉤
点
に
つ
い
て
は
、
藤
原
定
家
の
自
筆
の
草
稿
を
忠
実

に
書
写
し
た
『
僻
案
抄
』
や
、
定
家
自
筆
の
『
奥
入
』
に
も
見
ら
れ
、
除

棄
記
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
詠
草
に
お
い
て
も
同
様

に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
伏
見
院
が
自
詠
を
添
削
し
た
様
子
が

う
か
が
え
、
当
詠
草
の
一
部
は
院
自
撰
の
家
集
の
草
稿
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
一
方
で
、
通
常
は
秀
歌
に
付
け
ら
れ
る
筈
の
歌
頭
の
合
点

・
丸
印
が
、
広
沢
切
に
も
重
出
す
る
歌
に
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

京
極
派
ら
し
い
和
歌
表
現
の
歌
に
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
か
ら
、
評
価
の
基
準
が
一
定
で
は
な
く
、
伏
見
院
自
身
に
よ

る
も
の
か
ど
う
か
が
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
合
点
・
丸
印
は
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
何
の
た
め
に
付

さ
れ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
当
詠
草
の
成
立
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

編
纂
の
目
的
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

本
稿
で
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
伏
見
院
詠
草
」
に
お
け
る
、
合
点

・
丸
印
の
付
い
た
和
歌
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
い
ま
だ
不
明
点
の

多
い
当
詠
草
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

［
図
］
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
伏
見
院
詠
草
」
に
付
さ
れ
た
合
点
・
〇
印

・
鉤
点
（
画
像
提
供
：
東
京
国
立
博
物
館

http://w
w

w
.tnm

.jp/

）

【
１
】
合
点
・
丸
印

【
２
】
鉤
点
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二

当
詠
草
の
書
式
は
、
一
首
二
行
書
の
広
沢
切
と
は
異
な
り
、
一
首
一
行

書
の
体
裁
を
取
る
。
小
林
大
輔
氏
は
、
こ
の
書
式
が
伏
見
院
の
歌
を
記
し

た
松
木
切
（
出
光
美
術
館
蔵
『
墨
宝
』
所
収
の
断
簡
）
と
一
致
し
、
そ
の

筆
跡
も
松
木
切
の
筆
跡
の
一
つ
と
近
似
す
る
点
か
ら
、
当
詠
草
の
一
部
が

松
木
切
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
嘉
元
二
年
の
歌
が
入
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
永
仁
勅
撰
の
議
の
計
画
が
挫
折
し
た
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）

以
降
も
、
伏
見
院
が
引
き
続
き
自
詠
の
整
理
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
（
八
）

。

松
木
切
と
は
、
伏
見
院
が
在
位
中
の
永
仁
元
年
八
月
に
、
京
極
為
兼
ら

に
勅
撰
集
撰
集
を
下
命
し
た
、
永
仁
勅
撰
の
議
の
際
、
京
極
派
歌
人
別
に

書
き
抜
き
ま
と
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
家
集
の
断
簡
に
つ
い
て
を
い
う
が
、

現
在
、
伏
見
院
、
楊
梅
兼
行
、
源
親
子
、
京
極
為
子
、
作
者
未
詳
の
も
の

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
兼
行
・
親
子
・
為
子
に
関
し
て
は
、
正
応
元
年
（
一

二
八
八
）
か
ら
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
ま
で
の
歌
を
お
さ
め
た
家
集
も

残
存
し
て
お
り
、
こ
の
三
集
が
、
永
仁
勅
撰
の
議
の
資
料
で
あ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
、
岩
佐
美
代
子
の
両
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
（
九
）

。

別
府
節
子
氏
は
、
松
木
切
に
筆
跡
Ａ
Ｂ
二
種
類
の
も
の
が
確
認
さ
れ
る

こ
と
を
指
摘
（
十
）

、
筆
跡
Ａ
と
伏
見
院
の
字
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

書
写
者
の
内
に
、
伏
見
院
が
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

の
ち
に
筆
跡
Ａ
を
伏
見
院
と
よ
く
似
る
が
同
筆
で
は
な
い
と
否
定
的
見
解

を
示
し
て
い
る
（
十
一
）

。

当
詠
草
の
筆
跡
が
、
松
木
切
の
筆
跡
Ａ
と
さ
れ
る
、
出
光
美
術
館
蔵
『
墨

宝
』
所
収
の
伏
見
院
の
切
の
そ
れ
に
、
近
似
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

小
林
大
輔
氏
が
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
（
十
二
）

。
稿
者
が
、
当
詠
草
の
現
物

を
確
認
し
て
も
、
そ
の
筆
跡
は
『
墨
宝
』
所
収
の
断
簡
の
字
に
よ
く
似
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ま
た
、
『
墨
宝
』
所
収
の
断
簡
や
、
広
沢
切
で

は
、
歌
題
を
、
歌
本
文
よ
り
も
二
、
三
字
下
げ
て
書
き
出
す
癖
の
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
十
三
）

が
、
当
詠
草
に
も
同
様
の
書
き
癖
が
あ
る
。

ま
た
、
作
者
未
詳
の
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
未
詳
私
家
集
（
松
木
切
）
」

も
、
松
木
切
の
筆
跡
Ａ
に
近
似
し
た
字
で
、
歌
本
文
よ
り
二
、
三
字
下
げ

て
歌
題
が
書
か
れ
て
い
る
。
久
保
木
秀
夫
氏
は
、
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
、

「
可
能
性
と
し
て
は
伏
見
院
詠
草
の
ツ
レ
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と

し
た
上
で
、
こ
の
断
簡
の
詞
書
「
同
日
又
同
題
三
十
首

秋
夕
五
」
の
下

に
、
数
文
字
分
空
白
を
置
い
て
書
か
れ
た
「
不
停
筆
書
競
」
の
箇
所
に
つ

い
て
、「
大
変
よ
く
似
た
「
不
停
筆
書
之
」（
歌
を
詠
ん
で
す
ぐ
書
き
写
す

こ
と
―
岩
佐
美
代
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）
と
い
う
記
載
が
、
『
伏
見
院

御
集
』
に
二
例
見
出
せ
る
こ
と
は
そ
の
一
傍
証
と
し
得
よ
う
か
。
」
と
述

べ
て
い
る
（
十
四
）

。
当
詠
草
に
も
、
第
一
紙

～

番
歌
の
詞
書
に
「
対
月

9

15

言
志
三
十
一
首

置
古
歌
字

不
停
筆
書
之
」
と
あ
り
、
「
未
詳
私
家
集

（
松
木
切
）
」
の
歌
の
内
容
が
、
秋
の
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
に

は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

上
記
の
こ
と
か
ら
、
当
詠
草
が
、
一
連
の
、
松
木
切
と
称
さ
れ
る
伏
見

院
の
家
集
断
簡
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。
当
詠
草

の
一
部
が
、
永
仁
勅
撰
の
議
の
際
に
、
撰
集
資
料
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

歌
の
書
き
抜
き
で
あ
っ
た
可
能
性
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
詠
草
の
、

月
の
前
の
雁

か
げ
き
よ
み
月
の
み
す
め
る
お
ほ
ぞ
ら
に
い
づ
ち
か
す
ぐ
る
よ
は
の

か
り
が
ね

（
第
九
紙
・

）
116
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は
、
作
者
未
詳
と
さ
れ
た
松
木
切
の
個
人
蔵
の
断
簡
に
見
ら
れ
る
、

月
の
ま
へ
の
か
り

そ
ら
き
よ
み
月
の
み
す
め
る
あ
か
月
に
い
づ
ち
か
す
ぐ
る
か
り
の
一

つ
ら

と
重
複
し
、
い
ず
れ
か
が
改
作
で
あ
る
こ
と
を
小
林
氏
が
指
摘
し
て
い
る

（
十
五
）

。
前
者
の
「
か
り
が
ね
」
は
、
「
鳴
き
声
を
意
識
し
」
て
詠
ま
れ
る

こ
と
の
多
い
表
現
（
十
六
）

で
あ
り
、
月
の
光
の
澄
ん
だ
大
空
を
鳴
き
な
が
ら

飛
び
過
ぎ
て
ゆ
く
雁
と
い
う
設
定
の
方
が
、
視
覚
、
聴
覚
の
両
方
で
光
景

が
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
京
極
派
の
好
み
に
か
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、

前
者
が
後
者
を
改
訂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

後
者
の
断
簡
の
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
筆
跡
Ａ
と
別
府
節
子
氏
に
よ
っ
て

推
定
さ
れ
て
い
る
が
（
十
七
）

、
歌
題
を
歌
本
文
よ
り
六
、
七
字
下
げ
て
書
く
。

同
じ
く
、
別
府
氏
に
よ
っ
て
筆
跡
Ａ
と
認
定
さ
れ
て
い
る
、
松
木
切
の
断

簡
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
藻
塩
草
』
所
収
の
も
の
や
、
個
人
蔵
の
重
要

美
術
品
手
鑑
の
も
の
も
、
五
～
七
字
下
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
題
が
書
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
兼
行
集
の
断
簡
で
は
あ
る
が
、
題
の
書
式

が
統
一
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
松
木
切
と
称
さ
れ
て
い

る
『
墨
宝
』
所
収
断
簡
や
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
未
詳
私
家
集
の
断
簡

と
の
書
式
の
一
致
は
、
必
ず
し
も
当
詠
草
が
永
仁
勅
撰
の
議
の
撰
集
資
料

で
あ
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ほ
か
に
も
、
当
詠
草
で
は
、
第
一
五
紙

～

の
歌
の
詞
書
が
、
本
来

197

199

は
、
八
月
十
五
夜
の
内
裏
御
会
の
も
の
で
あ
る
の
に
、
「
九
月
十
三
夜
」

と
誤
っ
た
日
付
で
書
か
れ
て
お
り
、
永
仁
期
か
ら
へ
だ
た
っ
た
時
期
に
書

き
抜
か
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
抱
か
せ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
継
紙
間
で
の
歌
の
重
出
や
後
述
す
る
合
点

・
丸
印
な
ど
の
添
削
状
況
の
問
題
を
勘
案
す
る
と
、
す
べ
て
一
時
期
に
一

括
し
て
書
き
抜
か
れ
た
も
の
と
も
考
え
が
た
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
当
詠

草
は
も
と
は
別
個
の
歌
稿
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
人
に
よ
っ
て
一
つ
に
継

が
れ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
歌
稿
の

ま
と
め
ら
れ
た
時
期
や
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
頃
で
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
。
第
三
章
以
下
で
、
合
点
・
丸
印
の
付
い
た
歌
の
検
討

か
ら
比
定
を
試
み
る
。

三

『
伏
見
院
詠
草
』
に
は
、
歌
頭
に
、
丸
印
の
付
く
歌
が
、
三
一
首
あ
り
、

う
ち
合
点
も
付
く
歌
が
、
七
首
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
合
点
の
付
く
歌
は
二

二
首
で
、
句
に
付
く
も
の
が
一
三
首
、
歌
頭
に
付
く
も
の
は
九
首
で
あ
る
。

歌
頭
に
付
く
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
丸
印
も
共
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
句
に
付
け
ら
れ
た
合
点
だ
が
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
、
一
三
首

中
一
二
首
が
、
万
葉
集
歌
の
句
を
詠
み
入
れ
た
歌
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

（
一
字
欠
損
）
詞

う
へ
た
つ
る
ま
が
き
の
花
の
い
ろ
〳
〵
に
の
ち
み
ん
人
は

＼

か
た
み
と
も
み
ん

（
第
一
四
紙
・

）
187

と
い
う
歌
の
題
詞
は
、
一
字
分
欠
け
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
「
詞
」
と
い

う
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
合
点
の
付
い
た
「
の
ち
み
ん
人
は
」

の
箇
所
が
、
万
葉
集
歌
、

ま
す
ら
を
の
ゆ
み
と
り
た
て
ゝ
い
づ
る
や
を
の
ち
み
む
ひ
と
は
か
た

り
つ
げ
か
ね

（
巻
三
・

）
364

大
夫
之
弓
上
振
起
射
都
流
矢
乎
後
将
見
人
者
諸
継
金

語

の
第
四
句
を
採
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
様
に
万
葉
集
歌
か
ら
句
を
採
っ
て

い
る
、

番
歌
（
第
二
〇
紙
）
の
題
詞
に
も
「
万
詞
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

257
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欠
損
部
に
は
、
「
万
」
の
字
が
入
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ら
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
『
万
葉
集
』
の
歌
句
を
詠
み
こ
む
目
的
で

詠
ま
れ
た
勒
句
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
よ
う
な
『
万
葉
集
』
の
歌
句
を
詠
み
込
む
勒
句
は
、
広
沢
切
に
も

多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
伏
見
院
が
『
古
今
集
』
の
歌
句
な
ど
も
採

っ
て
、
盛
ん
に
勒
句
を
試
み
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
田
香
澄
、
小

山
順
子
の
両
氏
に
も
指
摘
が
あ
る
（
十
八
）

。
表
１
の
歌
は
い
ず
れ
も
、
勒
句

と
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、

ゆ
ふ
山
に
さ
わ
た
る
く
も
の
ひ
と
わ
た
り
そ
ら
す
み
き
よ
し
月
か
も

＼

て
ら
ん

（
第
三
紙
・

）
43

の
句
、「
そ
ら
す
み
き
よ
し
」
の
一
例
だ
け
は
、
例
外
で
、『
万
葉
集
』
か

ら
取
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
句
自
体
、
他
に
用

例
が
な
く
、
ま
た
、
第
二
句
「
さ
わ
た
る
く
も
の
」
は
、『
万
葉
集
』
の
、

く
も
ま
よ
り
さ
わ
た
る
く
も
の
お
ほ
ゝ
し
く
あ
ひ
み
し
こ
ら
を
み
る

よ
し
も
か

な

（
巻
一
一
・

）

（
ミ
セ
ケ
チ
も
）

2450

雲
間
従
化
雲
乃
於
保
々
思
久
相
見
子
等
乎
見
因
鴨

に
例
が
あ
る
の
で
、
こ
の
箇
所
の
合
点
は
打
ち
間
違
い
で
、
本
来
は
第
二

句
に
付
け
る
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

句
に
付
け
た
合
点
に
つ
い
て
は
、
『
万
葉
集
』
の
歌
句
を
取
っ
た
箇
所

に
、
目
印
と
し
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
い
わ
ば
ア
ン
ダ

ー
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
表
１
】
『
伏
見
院
詠
草
』
の
「
万
葉
詞
」

継
紙
･歌
番
号

合
点
の
付
さ
れ
た
句

万
葉
集
巻
・
歌
番
号

三
・

ひ
と
り
か
ぬ
ら
ん

巻
一
・

・
西
本
願
寺
本
ほ
か

42

59

「
ひ
と
り
か
ぬ
ら
ん
」

三
・

け
ふ
の
こ
さ
め
に

巻
七
・

44

1090

三
・

か
り
が
ね
き
こ
ゆ

巻
十
・

、

45

2131

2132

一
四
・

け
ふ
の
こ
さ
め
に

巻
三
・

187

364

一
四
・

を
ち
か
た
の
べ
に

巻
二
・

188

110

一
四
・

わ
れ
わ
す
れ
め
や

巻
二
・

ほ
か

189

110

一
四
・

あ
さ
ぎ
り
か
く
れ

巻
一
〇
・

190

2129

二
〇
・

こ
よ
ひ
の
月
夜

巻
一
・

251

15

二
〇
・

い
へ
ぢ
し
ら
ず
も

巻
五
・

252

856

二
〇
・

に
し
き
を
を
り
て

巻
一
三
・

、
元
暦
校
本
・
天
治

257

3252

※
四
・

と

本
・
五
代
集
歌
枕
「
に
し
き
を
お

57

重
複

り
て
」

二
〇
・

お
き
行
舟
を

巻
五
・

258

874

二
〇
・

の
ふ
く
ら
く
も

巻
七
・

、
西
本
願
寺
本
ほ
か
・

259

1414

綺
語
抄
「
よ
の
ふ
く
ら
く
も
」
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で
は
、
歌
頭
に
付
く
合
点
や
丸
印
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
。
ま
ず
、
表

２
に
、
丸
印
、
合
点
の
つ
い
た
歌
を
掲
出
し
、
そ
れ
が
ど
の
継
紙
に
あ
ら

わ
れ
る
か
を
ま
と
め
た
。
ま
た
、
勅
撰
集
お
よ
び
広
沢
切
と
重
複
す
る
歌

は
太
字
で
示
し
、
勅
撰
集
と
の
重
出
歌
は
網
掛
け
を
施
し
た
。
こ
れ
を
見

る
と
、
合
点
・
丸
印
の
付
い
た
歌
は
、
特
定
の
継
紙
に
集
中
し
て
お
り
、

広
沢
切
と
の
重
複
も
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

各
継
紙
で
の
広
沢
切
と
の
重
出
歌
を
掲
出
し
て
い
る
表
３
も
併
せ
て
見

る
と
、
広
沢
切
と
の
重
出
歌
は
、
歌
頭
に
合
点
・
丸
印
の
付
く
歌
の
な
い

継
紙
に
多
い
。

【
表
２
】『
伏
見
院
詠
草
』
で
合
点
・
丸
印
の
付
く
歌

※
〈

〉
内
は
、
継
紙
の
番
号
。

【
表
３
】『
伏
見
院
詠
草
』
の
広
沢
切
と
の
重
出
歌

歌
頭
に
丸
印
の
み
が
付
く
も
の

歌
頭
に
合
点
・
丸
印
が
付
く
も
の

歌
頭
に
合
点
の
み
付
く
も
の

〈
一
〉
、

〈
三
〉
、

・

・

・

〈
四
〉
、

〈
五
〉
、

〈
一
四
〉
、

・

〈
二
一
〉

2

47

65

66

67

59

63

180

201

269

273

〈
五
〉
、

・

・

〈
六
〉
、

・

〈
一
六
〉
、

・

〈
一
九
〉
、

〈
二

68

71

73

75

113

243

244

267

〈
九
〉
、

〈
一
〇
〉
、

〈
一
四
〉
、

一
〉

123

128

184

・

・

・

・

〈
一
五
〉
、

・

195

196

197

198

199

233

・

・

〈
一
八
〉
、

・

〈
一
九
〉

235

236

239

245

248

・

・

〈
二
〉
、

・

・

〈
四
〉
、

〈
五
〉

・

・

・

〈
七
〉
、

〈
八
〉
、

〈
九
〉

・

・

・

・

〈
一

23

28

30

53

59

60

63

92

93

95

96

99

116

135

138

139

141

146

一
〉
、

〈
一
二
〉
、

〈
一
三
〉
、

・

・
・

・

〈
一
六
〉
、

・

・

・

〈
一
八
〉
、

・

〈
一
九
〉
、

〈
二
〇
〉
、

156

173

201

209

210

212

231

233

234

239

243

244

258

・

〈
二
一
〉
、

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

〈
二
二
〉

267

269

274

276

277

278

279

280

282

283

284

285

286

287

288
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た
と
え
ば
、
松
木
切
と
同
時
期
の
、
正
応
三
年
、
永
仁
元
年
に
詠
ま
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
な

～

、

～

を
含
む
第
一
〇
・
一
五
紙
で
は
、

130

134

197

199

歌
頭
に
丸
印
を
付
け
た
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
一
首
と
五
首
で
あ
る
が
、
両
紙
内

に
広
沢
切
と
の
重
出
歌
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
詠
歌
年
次
の
遅
い
、
嘉

元
二
年
に
詠
ま
れ
た

～

、

を
含
む
第
八
・
一
一
紙
で
は
、
合
点
や

102

105

151

丸
印
を
付
け
た
歌
は
な
い
が
、
広
沢
切
と
の
重
出
歌
は
一
首
、
五
首
で
あ

る
。晩

年
の
伏
見
院
が
自
撰
し
た
家
集
の
歌
稿
で
あ
る
、
広
沢
切
と
の
重
出

歌
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
歌
が
晩
年
の
、
京
極
派
歌
風
に
到
達
し

た
本
人
の
基
準
で
佳
作
と
認
め
ら
れ
た
も
の
と
い
う
証
に
な
ろ
う
。
ま
だ

京
極
派
歌
風
が
未
確
立
だ
っ
た
正
応
・
永
仁
期
（
一
二
八
八
～
一
二
九
八
）

に
作
ら
れ
た
歌
よ
り
も
、
歌
風
確
立
後
の
嘉
元
期
（
一
三
〇
三
～
一
三
〇

五
）
に
詠
ま
れ
た
歌
の
方
が
、
晩
年
の
院
の
和
歌
基
準
に
適
う
も
の
で
あ

る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
表
３
の
広
沢
切
と
の
重
出
歌
は
、
ひ
と
ま
ず
、

京
極
派
歌
風
確
立
期
以
降
の
作
と
考
え
て
お
い
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。従

っ
て
、
重
出
歌
の
全
く
な
い
、
第
一
・
三
・
六
・
一
〇
・
一
四
・
一

七
紙
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
考
え
る
と
、
京
極
派
歌
風
確
立
以
前
に
詠
ま

れ
た
歌
を
書
き
抜
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
実
際
、
第
一
〇
紙
は
、
正

応
三
年
の
歌
を
含
み
、
第
一
・
六
・
一
四
紙
に
は
、
天
皇
在
位
中
に
詠
ん

だ
と
思
わ
れ
る
、
次
の
よ
う
な
歌
が
見
ら
れ
る
。

も
ろ
と
も
に
お
な
じ
く
も
ゐ
に
す
み
な
る
ゝ
ち
ぎ
り
わ
ず
か
な
秋
の

夜
の
月

（
第
一
紙
・

・
月
）

5

ひ
と
り
い
ま
な
が
め
つ
く
し
て
も
の
ぞ
思
く
も
ゐ
の
月
の
さ
よ
ふ
け

て
の
ち

（
第
六
紙
・

・
月
）

83

く
も
の
上
に
□
□
か
く
て
な
れ
み
る
ゆ
く
す
ゑ
を
あ
は
れ
い
つ
ま
で

（
不
明
）

と
月
の
し
る
ら
ん

（
第
一
四
紙
・

）
191

ま
た
、
第
一
・
三
・
六
・
一
〇
・
一
四
紙
に
は
、
歌
頭
に
丸
印
や
、
合

点
・
丸
印
の
両
方
を
付
け
た
歌
が
散
見
す
る
。
当
詠
草
で
の
勅
撰
集
入
集

歌
に
は
、
い
ず
れ
も
歌
頭
に
丸
印
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
合
点
も
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
歌
頭
の
合
点
・
丸
印
は
、
歌
そ
の
も

の
へ
の
評
価
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
な
の
に
、評
価
し
て
付
け
ら
れ
た
は
ず
の
歌
頭
の
合
点
・
丸
印
が
、

広
沢
切
重
出
歌
に
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き

な
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
特
徴
的
な
例
を
採
り
上
げ
て
具
体
的
に
検
討
す

る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

ま
ず
最
初
に
、
合
点
が
歌
頭
に
付
く
場
合
か
ら
検
討
し
た
い
。
合
点
の

み
の
も
の
は
二
例
で
、
と
も
に
第
二
一
紙
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
一
）
秋
の
た
ゞ
す
す
む
る
ま
ゝ
を
う
け
な
が
め
ゆ
ふ
べ
に
む
け
る

く
も
か
ぜ
の
そ
ら

（
第
二
一
紙
・

・
秋
天
象
）

269

広
沢
切
と
の
重
出
歌
で
あ
る
。
広
沢
切
伝
本
で
は
、
「
秋
風
」
と
の
詞
題

で
詠
ま
れ
た
歌
に
続
く
歌
群
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
。

初
句
は
、
こ
の
歌
以
外
で
は
、
『
赤
染
衛
門
集
』
の
歌
、
「
秋
の
た
だ
日

か
ず
は
そ
は
で
け
ふ
に
か
く
わ
か
れ
ぬ
と
し
の
あ
る
よ
な
り
せ
ば
」（

、
569

秋
風
集

）
の
み
に
し
か
用
例
が
な
い
。
ま
た
、
第
二
・
三
句
目
の
「
す

445

す
む
る
ま
ゝ
を
」
「
う
け
な
が
め
」
も
、
他
に
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
（
一
）
の
上
句
は
、
秋
と
い
う
季
節
の
進

行
を
心
で
受
け
止
め
て
そ
の
光
景
を
眺
め
て
い
る
と
い
う
姿
勢
が
、
京
極

派
和
歌
の
、
季
節
の
変
化
を
自
分
の
心
で
確
認
し
て
か
ら
受
け
入
れ
よ
う

と
す
る
歌
風
と
共
通
し
て
い
る
。

第
四
句
目
「
ゆ
ふ
べ
に
む
け
る
」
は
、
秋
の
空
が
夕
暮
れ
へ
と
向
か
っ

て
ゆ
く
と
い
う
意
味
以
外
に
、
深
ま
っ
て
ゆ
く
秋
の
、
夕
べ
と
い
う
時
間
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に
詠
歌
主
体
が
対
峙
し
て
い
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
「
向
く
」
と
い
う

こ
と
ば
を
、
時
間
や
状
態
に
相
対
す
る
と
い
う
意
味
や
、
時
間
、
状
態
が

移
行
す
る
と
い
う
意
味
で
和
歌
に
用
い
る
例
は
な
く
、
特
異
な
表
現
で
あ

る
。
同
種
の
も
の
で
、
京
極
派
和
歌
に
用
例
の
多
い
こ
と
ば
と
し
て
は
、

「
む
か
ふ
」
が
あ
る
。

○ア
ま
だ
秋
の
う
れ
へ
の
色
に
む
か
ふ
な
り
を
ば
な
が
風
に
庭
の
月
か

げ

（
玉
葉
集

・
秋
下
・
秋
風
を
・
源
親
子
）

535

○イ
な
が
め
か
ね
ぬ
草
木
の
い
ろ
も
く
も
か
ぜ
も
ゆ
ふ
べ
に
む
か
ふ
秋

の
う
れ
へ
に

（
伏
見
院
御
集

・
秋
夕
）

1042

こ
の
よ
う
な
「
む
か
ふ
」
の
用
法
は
京
極
派
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、

岩
佐
美
代
子
氏
に
「
京
極
派
の
特
異
表
現
」（
十
九
）

と
の
指
摘
が
あ
る
。
正

応
・
永
仁
期
の
京
極
派
に
は
ま
だ
見
え
な
い
表
現
で
、
永
仁
五
年
の
歌
合

で
は
、
「
野
べ
と
ほ
き
く
さ
の
し
げ
み
に
露
み
え
て
秋
を
む
か
へ
ぬ
く
れ

も
す
ず
し
き
」
（
歌
合
〔
永
仁
五
年
当
座
〕

・
十
三
番
左
持
・
夏
野
・

25

伏
見
院
新
宰
相
）
の
よ
う
に
、
季
節
を
「
迎
ふ
」
と
い
う
、
通
常
の
和
歌

に
多
い
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
な
特
異
表
現
が
現
れ
る

の
は
、
正
安
～
嘉
元
期
（
一
二
九
九
～
一
三
〇
五
）
で
、
そ
の
頃
に
催
行

し
た
と
考
え
ら
れ
る
歌
合
に
お
い
て
、
「
し
を
り
こ
し
心
ぞ

さ
る

色
ま

（
原
文
マ
マ
）

さ
る
名
残
に
む
か
ふ
夕
暮
の
あ
き
」
（
歌
合
〔
正
安
元
年
～
嘉
元
元
年
〕

・
七
番
右
・
秋
夕
・
京
極
為
子
）
の
よ
う
に
、
時
間
・
状
態
の
推
移
を

14表
す
「
む
か
ふ
」
が
初
め
て
見
え
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
○ア
○イ
の
例
は
、

そ
う
し
た
推
移
す
る
時
間
・
状
態
に
、
相
対
す
る
意
が
含
ま
れ
て
お
り
、

更
に
深
化
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
○イ
の
「
ゆ
ふ
べ
に
む
か
ふ
」

は
、
夕
暮
の
草
木
や
雲
、
風
の
様
子
に
看
取
さ
れ
る
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
と

い
う
季
節
と
、
そ
の
深
ま
り
に
よ
っ
て
、
よ
り
孤
独
や
さ
び
し
さ
を
増
す

夕
暮
と
い
う
時
間
、
そ
の
両
者
に
対
峙
し
よ
う
と
す
る
詠
歌
主
体
の
姿
勢

が
顕
著
に
表
れ
た
表
現
で
あ
る
。
（
一
）
の
「
ゆ
ふ
べ
に
む
け
る
」
も
、

こ
の
よ
う
な
「
む
か
ふ
」
の
用
法
が
生
み
出
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
で
詠
ま

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
結
句
の
「
く
も
か
ぜ
」
も
、
鎌
倉
時
代
か
ら
の
歌
語
で
、
京
極

派
に
用
例
が
多
い
。
鎌
倉
時
代
の
用
例
一
五
例
の
う
ち
、『
伏
見
院
御
集
』

で
は
九
例
見
ら
れ
る
。
勅
撰
集
で
は
、
『
風
雅
集
』
の
「
草
の
す
ゑ
に
花

こ
そ
み
え
ね
雲
か
ぜ
も
野
分
に
に
た
る
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
雨
」
（
風
雅
集

・
439

夏
・
題
し
ら
ず
・
永
福
門
院
）
の
一
例
の
み
し
か
用
例
が
な
い
。
詠
歌
年

次
の
わ
か
る
初
出
例
は
、
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
に
持
明
院
統
宮
廷
で

催
行
さ
れ
た
歌
合
で
詠
ま
れ
た
、
「
な
に
か
そ
の
む
か
し
の
な
ご
り
こ
こ

ろ
な
き
く
も
か
ぜ
に
だ
に
う
き
い
ろ
ぞ
た
つ
」（
歌
合
〔
乾
元
二
年
五
月
〕

・
十
八
番
左
持
・
絶
恋
・
花
山
院
家
雅
）
で
、
京
極
派
歌
人
の
周
辺
で

35詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
表
現
で
あ
る
。
他
に
も
、
『
玉
葉
集
』
撰
集
の

資
料
と
し
て
編
ま
れ
た
と
い
う
、
日
野
俊
光
の
『
俊
光
集
』
に
、

な
が
め
な
す
こ
こ
ろ
や
秋
に
か
は
る
ら
ん
夕
は
お
な
じ
く
も
風
の
そ

ら

（
俊
光
集

・
秋
・
秋
歌
の
中
に
）

478

が
あ
り
、
（
一
）
の
結
句
と
同
一
句
で
、
題
材
も
近
似
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
前
掲
の
○イ
や
、
「
も
の
お
も
ふ
い
つ
も
の
そ
ら
の
く
も
か
ぜ
も
秋
な

る
く
れ
の
い
ろ
を
そ
ふ
な
り
」（
『
伏
見
院
御
集
』

）
な
ど
と
と
も
に
、

450

こ
れ
ら
は
、
互
い
に
影
響
関
係
の
あ
る
中
で
詠
み
だ
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

一
方
、
同
じ
第
二
一
紙
内
で
、
合
点
の
付
さ
れ
た
歌
、

（
二
）
あ
き
か
ぜ
も
す
ず
し
く
な
り
ぬ
ひ
さ
ぎ
お
ふ
る
か
た
山
か
げ

の
ひ
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ

（

）
273

は
、
『
万
葉
集
』
の
、

ぬ
ば
た
ま
の
よ
の
ふ
け
ゆ
け
ば
ひ
さ
ぎ
お
ふ
る
き
よ
き
か
は
ら
に
ち
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ど
り
し
ば
な
く

（
巻
六
・

）
925

烏
玉
之
夜
乃
深
去
者
久
木
生
留
清
河
原
尓
知
鳥
数
鳴

の
「
ひ
さ
ぎ
お
ふ
る
」
と
い
う
万
葉
歌
句
を
も
と
に
し
た
、

ひ
さ
ぎ
お
ふ
る
か
た
山
か
げ
に
し
の
び
つ
つ
ふ
き
く
る
も
の
を
秋
の

夕
か
ぜ

（
新
古
今
集

・
夏
・
俊
恵
）

274

と
、
万
葉
集
歌
、

あ
き
か
ぜ
は
す
ず
し
く
な
り
ぬ
う
ま
な
め
て
い
ざ
の
に
ゆ
か
な
は
ぎ

の
は
な
み
に

（
巻
一
〇
・

）
2103

秋
風
冷
成
奴
馬
並
而
去
来
於

野
行
奈
芽
子
花
見
尓

レ

を
本
歌
取
り
し
た
も
の
で
、
京
極
派
独
特
の
句
表
現
や
題
材
と
い
っ
た
も

の
で
は
な
い
。
伏
見
院
に
は
、
（
二
）
と
共
通
し
た
題
材
、
蜩
の
声
を
扱

い
、
こ
の
「
す
ず
し
く
な
り
ぬ
」
と
い
う
『
万
葉
集
』

番
歌
の
歌
句
を

2103

用
い
た
、

ゆ
ふ
づ
く
ひ
い
り
ぬ
る
あ
と
の
山
か
げ
に
す
ず
し
く
な
り
ぬ
せ
み
の

も
ろ
ご
ゑ

（
伏
見
院
御
集

・
夕
声
）

1343

が
あ
る
。
（
二
）
も
、
伏
見
院
個
人
の
好
尚
に
沿
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
本
章
冒
頭
で
み
た
よ
う
に
、
句
に
付
け
ら
れ
た
合
点
が
万
葉

歌
句
を
示
す
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
（
二
）
の

合
点
も
、
上
句
が
『
万
葉
集
』
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
た
だ
、
（
一
）
や
、
後
述
す
る
（
三
）

の
合
点
も
、
伏
見
院
の
嗜
好
に
か
な
っ
た
歌
に
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
歌
へ
の
評
価
と
考
え
た
い
。

他
に
も
、
第
二
一
紙
内
で
は
、
歌
頭
に
合
点
と
丸
印
を
付
し
た
歌
が
一

首
あ
る
。

（
三
）
風
さ
そ
ふ
一
葉
の
色
は
も
ろ
く
し
て
木
ず
ゑ
秋
な
る
ひ
ぐ
ら

し
の
こ
ゑ

（

）
267

こ
の
歌
は
、
上
句
を
「
山
風
に
も
ろ
き
ひ
と
葉
は
か
つ
お
ち
て
」
に
改
作

さ
れ
て
、
『
玉
葉
集
』
に
入
集
し
て
い
る
。

落
葉
に
よ
っ
て
、
秋
の
訪
れ
を
知
る
と
い
う
歌
の
内
容
は
、『
淮
南
子
』

の
「
見

一
葉
落

而
知

歳
之
将

暮
」
を
踏
ま
え
る
が
、
そ
れ
に
蝉
の

二

一

二

一
レ

鳴
き
声
を
組
み
合
わ
せ
た
初
出
と
し
て
は
、『
後
葉
集
』
に
、

し
た
紅
葉
一
葉
づ
つ
ち
る
木
の
本
に
秋
と
お
ぼ
ゆ
る
蝉
の
こ
ゑ
か
な

（

・
夏
・
題
不
知
・
相
模
）

109

が
あ
る
。
通
常
、
夏
に
鳴
く
の
は
蝉
で
、
秋
に
な
る
と
蜩
が
鳴
く
と
さ
れ

る
が
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
詠
む
例
に
、

み
な
人
は
せ
み
の
は
ご
ろ
も
ぬ
ぎ
す
て
て
い
ま
は
秋
な
る
日
ぐ
ら
し

の
こ
ゑ

（
秋
篠
月
清
集

・
十
題
百
首
、
虫
十
首
）

275

が
あ
り
、
蜩
の
声
に
よ
っ
て
季
節
の
変
化
を
感
じ
と
る
と
い
う
、
（
三
）

の
内
容
も
こ
れ
に
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
伏
見
院
に
は
、
他
に
も
、

落
葉
と
蜩
の
声
に
よ
っ
て
秋
の
訪
れ
を
知
る
と
い
う
内
容
の
歌
、

か
た
を
か
の
木
ず
ゑ
の
風
に
ひ
と
葉
お
ち
て
秋
な
る
く
れ
の
日
ぐ
ら

し
の
こ
ゑ

（
伏
見
院
御
集

〈

に
も
重
出
〉
・
秋
）

387

957

が
あ
り
、
（
二
）
も
含
め
て
、
蜩
の
声
か
ら
秋
の
訪
れ
を
感
じ
取
る
と
い

う
題
材
が
、
院
の
嗜
好
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
の
、
初
句
の
「
風
さ
そ
ふ
」
は
、
風
が
花
や
葉
を
散
ら
す
こ
と

を
言
う
が
、
風
に
も
ろ
く
も
落
ち
る
が
秋
の
枯
れ
葉
の
表
現
と
し
て
は
弱

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
改
作
し
た
際
に
は
削
除
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
三
句
の
よ
う
に
、
葉
が
落
ち
る
様
子
を
「
も
ろ
い
」
と
す
る
表
現
に

つ
い
て
は
、（
三
）
以
外
で
は
、『
風
雅
集
』
に
三
例
、
用
例
が
見
ら
れ
る
。

改
作
し
た
『
玉
葉
集
』
入
集
歌
の
、「
山
風
に
も
ろ
き
」
と
い
う
表
現
は
、

「
山
風
に
も
ろ
き
木
の
葉
の
色
の
み
や
秋
の
か
た
み
と
あ
す
は
な
り
な
ん
」

（
百
首
歌
合
〔
建
長
八
年
〕

・
三
百
六
十
一
番
右
負
・
土
御
門
院
小
宰

722
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相
）
な
ど
を
踏
ま
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
当
詠
草
で
は
他
に
も
、

庭
の
お
も
に
き
り
の
し
た
葉
は
も
ろ
く
お
ち
て
お
り
〳
〵
風
の
ふ
き

は
ら
ふ
こ
え

（
第
一
六
紙
・

・
秋
）

206

が
あ
る
。
永
仁
勅
撰
の
議
の
資
料
で
あ
る
、
源
親
子
の
『
親
子
集
』
に
も
、

く
さ
は
み
な
か
れ
か
ろ
み
つ
つ
風
に
の
み
も
ろ
く
み
だ
る
る
音
ぞ
悲

し
き

（

）
16

と
詠
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
表
現
は
京
極
派
歌
風
形
成
期
か
ら
詠
ま
れ
た
、

京
極
派
好
み
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

結
句
の
「
木
ず
ゑ
秋
な
る
」
も
、
他
に
用
例
は
な
い
が
、
類
句
と
し
て

「
秋
な
る
こ
ず
え
」
が
あ
り
、
伏
見
院
に
も
、

そ
め
そ
め
ず
秋
な
る
い
ろ
の
木
ず
ゑ
か
な
い
り
ひ
に
む
か
ふ
ゆ
ふ
ぐ

れ
の
山

（
伏
見
院
御
集

・
秋
日
）

983

と
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
秋
な
る
」
と
は
、
秋
と
い
う
季
節
を
定
義
づ

け
よ
う
と
す
る
表
現
で
、
初
期
の
京
極
派
の
観
念
的
傾
向
を
踏
襲
し
た
も

の
（
二
十
）

と
考
え
ら
れ
る
。
（
三
）
も
、
伏
見
院
お
よ
び
、
初
期
の
京
極
派

の
嗜
好
に
か
な
っ
た
歌
と
し
て
、
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
一
）
～
（
三
）
で
見
た
よ
う
に
、
第
二
一
紙
内
の
合
点
お
よ
び
丸
印

は
、
伏
見
院
の
個
人
的
嗜
好
と
、
前
期
の
京
極
派
歌
壇
で
の
好
尚
を
評
価

の
基
準
に
し
て
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
一
紙
に
は
、「
も

ゝ
し
き
や
み
ぎ
り
の
月
を
な
が
め
つ
ゝ
あ
ま
た
く
も
ゐ
の
秋
も
へ
に
け

り
」
（

・
砌
）
の
よ
う
に
、
退
位
し
て
か
な
り
後
の
作
と
考
え
ら
れ
る

272

歌
も
含
ま
れ
て
お
り
、
同
紙
は
、
院
が
退
位
し
た
永
仁
六
年
前
後
の
作
、

京
極
派
歌
風
が
あ
る
程
度
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
詠
ま
れ
た
歌
を
中

心
に
書
き
抜
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

四

次
に
、
歌
頭
に
丸
印
が
付
さ
れ
た
場
合
を
見
た
い
。
第
六
紙
を
取
り
上

げ
る
。（

四
）
秋
ふ
か
み
は
ぎ
の
葉
か
る
ゝ
庭
の
お
も
の
す
ご
き
け
し
き
を

た
れ
に
み
せ
ま
し

（
第
六
紙
・

・
秋
）

71

結
句
の
「
た
れ
に
み
せ
ま
し
」
が
、
『
拾
遺
集
』
の
「
君
こ
ず
は
た
れ
に

見
せ
ま
し
わ
が
や
ど
の
か
き
ね
に
さ
け
る
な
で
し
こ
の
花
」
（

・
秋
・

155

題
し
ら
ず
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
踏
ま
え
て
い
る
よ
う
に
、（
四
）
で
は
、

人
の
訪
れ
を
待
つ
詠
歌
主
体
の
心
情
が
、
萩
の
葉
の
枯
れ
る
「
庭
の
お
も
」

の
凄
涼
と
し
た
風
景
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
風
景
を
詠
み
込
ん
だ

例
と
し
て
は
、
『
親
子
集
』
に
、

か
れ
い
そ
ぐ
は
ぎ
の
下
葉
に
お
く
れ
じ
と
い
ろ
さ
び
わ
た
る
に
は
の

お
も
か
な

（

・
秋
）

14

が
あ
り
、
枯
れ
て
ゆ
く
萩
の
葉
と
「
庭
の
お
も
」
と
い
う
語
を
詠
み
込
む

点
が
共
通
す
る
。
両
者
に
は
影
響
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
（
四
）
の
よ
う
に
、
庭
の
景
色
を
、
詠
歌
主
体
の
心

象
風
景
と
し
て
「
す
ご
し
」
と
言
い
表
し
た
歌
は
他
に
み
ら
れ
な
い
。
そ

も
そ
も
、「
す
ご
（
し
）
」
と
い
う
語
自
体
が
、
勅
撰
集
で
は
『
新
古
今
集
』

に
三
例
用
い
ら
れ
た
後
は
、
『
玉
葉
集
』
に
一
例
、
『
風
雅
集
』
に
三
例
し

か
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
『
風
雅
集
』
の
「
つ
れ
づ
れ
と
山
か
げ
す

ご
き
夕
ぐ
れ
の
こ
こ
ろ
に
む
か
ふ
松
の
ひ
と
も
と
」
（

・
雑
中
・
題
し

1734

ら
ず
・
源
親
子
）
な
ど
は
、
孤
寂
の
境
地
に
達
し
て
い
る
が
、
京
極
派
内

で
も
荒
涼
と
し
た
庭
の
景
は
、
通
常
、
「
す
さ
ま
じ
」
で
言
い
表
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。

た
が
ひ
ゆ
く
く
さ
木
の
色
を
さ
き
だ
て
て
に
は
す
さ
ま
じ
き
秋
の
く

れ
が
た

（
為
子
集
８
）
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秋
は
ぎ
の
し
た
ば
か
れ
ゆ
く
庭
み
れ
ば
物
す
さ
ま
じ
み
こ
こ
ろ
か
な

し
き

（
伏
見
院
御
集

）
2114

後
者
の
『
伏
見
院
御
集
』
の
例
は
、
萩
の
枯
れ
る
庭
の
景
に
、
も
は
や
人

の
訪
れ
を
待
つ
ま
で
も
な
い
心
境
を
詠
み
、
（
四
）
の
内
容
を
深
化
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。「
す
さ
ま
じ
」
自
体
も
、
勅
撰
集
で
は
、『
玉
葉
集
』
に

三
例
、『
風
雅
集
』
に
二
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。「
す
ご
し
」
や
「
す
さ
ま

じ
」
の
よ
う
に
、
荒
涼
と
し
た
庭
の
表
現
は
、
京
極
派
和
歌
の
好
尚
に
か

な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
（
四
）
も
、
こ
う
し
た
京
極
派
の

好
尚
に
沿
っ
た
基
準
で
撰
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
丸
印
が
、
京
極
派
和
歌
に
例
の
な
い
表
現
で
構
成
さ

れ
た
歌
に
付
け
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
第
三
紙
を
み
よ
う
。

（
五
）
い
る
か
た
の
月
か
げ
し
た
ふ
そ
ら
に
し
も
し
か
の
ね
と
を
き

あ
り
あ
け
の
山

（
第
三
紙
・

・
暁
鹿
）

47

初
句
「
い
る
か
た
の
」
は
、
新
編
国
歌
大
観
で
全
二
〇
例
、
用
例
が
確
認

で
き
る
が
、
京
極
派
歌
人
や
京
極
派
の
勅
撰
集
に
は
他
に
例
が
な
い
。
ま

た
、
月
と
結
び
つ
け
て
詠
む
用
法
も
、
「
お
も
ひ
や
れ
し
ら
ぬ
く
も
ぢ
も

い
る
か
た
の
月
よ
り
ほ
か
の
な
が
め
や
は
す
る
」
（
後
拾
遺
集

・
返
し

726

・
康
資
王
母
）
の
よ
う
な
他
の
詠
歌
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

第
三
句
「
そ
ら
に
し
も
」
も
、
用
例
は
全
一
四
例
と
、
珍
し
い
句
表
現

だ
が
、
こ
れ
も
、
京
極
派
歌
人
、
京
極
派
の
勅
撰
集
に
も
例
が
な
い
。
第

四
句
「
し
か
の
ね
と
を
き
」
も
二
例
し
か
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
『
続
千
載
集
』
の
「
わ
び
人
の
秋
の
ね
覚
は
か
な

し
き
に
鹿
の
音
と
を
き
山
里
も
が
な
」
（

・
雑
上
・
題
し
ら
ず
・
今
出

1748

川
院
近
衛
）
と
い
う
二
条
派
周
辺
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。

第
二
句
「
月
か
げ
し
た
ふ
」
、
結
句
「
あ
り
あ
け
の
山
」
に
関
し
て
は
、

『
玉
葉
集
』
と
『
風
雅
集
』
に
各
一
例
ず
つ
、
後
深
草
院
内
侍
と
慈
円
の

歌
に
用
例
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
と
も
に
、
京
極
派
以
前
の
人

物
で
あ
り
、
京
極
派
の
勅
撰
集
で
あ
っ
て
も
、
京
極
派
歌
人
の
例
は
見
い

だ
せ
な
い
の
で
あ
る
。

（
五
）
は
、
用
例
の
少
な
い
、
特
異
句
で
構
成
さ
れ
た
歌
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
京
極
派
内
で
他
に
用
例
が
な
く
、
京
極
派
風
の
表
現
で
は
な
い

と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
三
紙
に
は
、
歌
風
形
成
期
の
京
極
派
に
特
徴
的
な
歌
風

の
歌
群
が
あ
る
。

○ウ
そ

よ

や
こ
れ
思
し
あ
き
よ
お
ぎ
の
は
の
あ
は
れ
吹
た
つ
る
風
の

（
そ
）

ゆ
ふ
ぐ
れ

（

）
35

○エ
風
の
を
と
も
か
ゝ
る
あ
は
れ
や
な
ら
ふ
べ
き
さ
れ
ば
い
つ
よ
り
の

あ
き
の
ゆ
ふ
べ
こ
そ

（

）
36

○オ
秋
と
こ
そ
わ
す
れ
は
す
と
も
雲
か
ぜ
の
か
は
る
ゆ
ふ
べ
を
さ
て
い

か
に
せ
ん

（

）
37

○カ
お
も
ふ
だ
に
秋
と
し
あ
る
は
か
な
し
き
を
げ
に
そ
や
か
ぜ
の
お
と

も
か
は
れ
る

（

）
39

○キ
む
か
ふ
か
た
は
ま
た
秋
と
を
き
昨
日
け
ふ
す
で
に
あ
ら
れ
ず
な
る

心
か
な

（

）
40

○ク
を
し
な
べ
て
あ
は
れ
に
こ
も
る
ゆ
ふ
べ
か
な
な
に
か
秋
な
る
い
ろ

と
し
は
な
く

（

）
41

い
ず
れ
も
、
夕
暮
の
風
の
様
子
な
ど
で
、
秋
の
訪
れ
に
気
づ
か
さ
れ
た

詠
歌
主
体
の
、
心
の
戸
惑
い
と
、
そ
れ
を
認
め
よ
う
と
す
る
心
を
詠
む
。

こ
の
よ
う
に
、季
節
の
変
化
を
感
じ
取
っ
た
心
の
動
き
を
明
ら
か
に
し
、

言
い
表
そ
う
と
す
る
態
度
は
、
弘
安
期
（
一
二
七
八
～
一
二
八
七
）
か
ら

永
仁
期
に
か
け
て
の
、
初
期
の
京
極
派
和
歌
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。

弘
安
期
成
立
の
、
京
極
為
兼
の
『
詠
立
春
百
首
和
歌
』
は
、
立
春
と
い
う
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自
然
の
現
象
に
対
す
る
心
の
動
き
を
言
葉
で
説
明
し
よ
う
と
し
た
試
み

で
、
『
為
兼
卿
和
歌
抄
』
の
「
心
」
の
絶
対
尊
重
と
い
う
主
張
の
実
行
で

も
あ
っ
た
こ
と
は
、
岩
佐
美
代
子
氏
に
指
摘
が
あ
る
（
二
十
一
）

。
そ
の
よ
う

な
観
念
的
傾
向
は
、
為
子
・
親
子
・
兼
行
の
三
家
集
の
歌
に
も
見
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
、
伊
藤
伸
江
氏
の
指
摘
が
あ
る
（
二
十
二
）

。
そ
れ
ら
の
歌

で
は
、
「
人
も
み
な
か
く
や
と
思
ふ
」
、
「
な
に
の
か
は
れ
ば
冬
に
な
る
ら

ん
」
「
さ
む
き
心
は
ふ
ゆ
に
あ
れ
ど
」
な
ど
、
季
節
の
変
化
に
対
す
る
心

の
戸
惑
い
を
詠
む
も
の
が
多
く
み
ら
れ
○ウ
～
○ク
と
共
通
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
○ウ
～
○ク
の
歌
群
は
、
初
期
の
京
極
派
風
の
詠
み
ぶ
り

の
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
丸
印
も
合
点
も
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
岩
佐
美
代

子
氏
は
、
初
期
の
京
極
派
歌
壇
の
歌
合
で
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
歌
が
、
京

極
派
の
勅
撰
集
に
入
集
し
、
後
進
の
京
極
派
歌
人
の
間
で
内
容
を
深
化
さ

せ
て
詠
ま
れ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
か
ら
、
初
期
の
京
極
派
で
は
、
「
グ
ル
ー
プ

内
で
の
作
品
価
値
基
準
そ
の
も
の
が
甚
だ
流
動
的
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
（
二
十
三
）

。
第
三
紙
の
和
歌
の
評
価
か
ら
は
、
ま
だ
京
極
派
風

の
新
し
い
表
現
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
京
極
派
歌
人
自
体
が
わ

か
っ
て
お
ら
ず
、
従
来
か
ら
の
和
歌
の
評
価
基
準
を
多
分
に
引
き
ず
っ
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
り
、
同
紙
が
弘
安
か
ら
永
仁
期
の
京
極
派
初

期
に
近
い
時
期
に
成
立
し
た
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
（
四
）
と
（
五
）
の
例
で
は
、
丸
印
の
付
く
歌
の
性
格
が
異
な

っ
て
お
り
、
評
価
の
基
準
に
ば
ら
つ
き
の
あ
る
こ
と
が
窺
え
、
（
四
）
の

第
六
紙
と
、
（
五
）
の
第
三
紙
も
、
同
時
期
に
一
括
し
て
書
き
出
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
第
六
紙
に
は
、

は
ぎ
の
は
も
ぬ
る
に
し
あ
る
ら
し
ゆ
ふ
ぐ
れ
は
は
ぎ
た
れ
な
び
き
し

た
ば
か
さ
な
る

（

）
73

の
よ
う
に
、
一
度
丸
印
を
付
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
本
文
が
消
さ
れ
た
歌
も

あ
る
。
第
二
句
「
ぬ
る
に
し
あ
る
ら
し
」
第
四
句
「
は
ぎ
た
れ
な
び
き
」

第
五
句
「
し
た
ば
か
さ
な
る
」
は
、
い
ず
れ
も
、
他
に
用
例
の
な
い
表
現

だ
が
、
第
二
句
の
「
あ
る
ら
し
」
は
、
『
万
葉
集
』
に
多
い
修
辞
で
あ
る

の
で
、
お
そ
ら
く
は
万
葉
風
の
詠
み
ぶ
り
を
好
ん
で
評
価
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
言
い
回
し
そ
の
も
の
も
用
例
の
無
い
も
の
な
の
で
、
後
で
打
ち

消
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
添
削
行
為
は
、
一
度
だ

け
で
は
な
く
、
何
度
か
見
直
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
詠
草
に
は
、

抄
出
、
評
価
し
た
時
期
と
も
に
時
間
差
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

一
方
で
、
極
め
て
、
京
極
派
風
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
、
合
点
・
丸
印

の
な
い
歌
も
み
ら
れ
る
。
第
二
二
紙
を
み
よ
う
。

（
六
）
ゆ
き
あ
ら
れ
あ
れ
す
さ
ぶ
そ
ら
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
に
さ
む
き
日
か

げ
ぞ
の
き
に
う
つ
れ
る

（
第
二
二
紙
・

）
279

『
伏
見
院
御
集
』
と
重
出
歌
で
あ
る
。
初
句
「
ゆ
き
あ
ら
れ
」
は
、
新
編

国
歌
大
観
で
用
例
が
一
三
例
確
認
で
き
る
が
、
京
極
派
和
歌
以
前
に
は
用

例
の
見
ら
れ
な
い
語
で
あ
る
。
詠
歌
年
次
の
わ
か
る
初
出
例
は
、
京
極
派

歌
風
確
立
期
の
乾
元
二
年
に
催
行
し
た
『
仙
洞
五
十
番
歌
合
』
の
一
首
、

雪
あ
ら
れ
い
づ
れ
か
さ
き
に
さ
そ
は
れ
ん
雲
さ
え
わ
た
る
夕
ぐ
れ
の

色

（

・
三
十
八
番
左
負
・
冬
雲
・
延
政
門
院
新
大
納
言
）

75

が
あ
げ
ら
れ
る
。
（
六
）
も
冷
え
切
っ
た
夕
暮
れ
の
冬
空
が
詠
ま
れ
、
内

容
が
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
四
句
「
さ
む
き
日
か
げ
ぞ
」
は
、
本
来
、
視
覚
で
捉
え
る
べ

き
光
線
を
、
「
さ
む
し
」
と
い
う
触
覚
を
表
す
言
葉
で
表
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
共
感
覚
的
表
現
は
、
新
古
今
・
玉
葉
・
風
雅
集
の
三
集
に
多

い
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
二
十
四
）

。
京
極
派
和
歌
で
も
、
光
線
を
「
さ
む

し
」
と
す
る
も
の
は
例
は
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、『
俊
光
集
』
に
、



- 49 -

し
ば
の
戸
は
雪
の
た
え
ま
も
さ
え
く
れ
て
竹
の
葉
さ
む
き
ゆ
ふ
日
か

げ
か
な
（

・
古
集
一
句
を
題
に
て
、
歌
詠
み
侍
り
し
に
、
門
外
夕

369

陽
寒
映
竹
）

と
詠
ま
れ
て
い
た
り
、
勅
撰
集
で
は
、
『
風
雅
集
』
の
、

な
に
は
が
た
い
り
え
に
さ
む
き
夕
日
か
げ
残
る
も
さ
び
し
蘆
の
む
ら

だ
ち

（

・
冬
・
寒
蘆
を
・
久
我
通
相
）

791

一
例
の
み
に
用
例
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
京
極
派
好
み
の
表
現
で
あ
る
と
言

え
る
。

他
に
も
、
第
四
・
五
句
目
の
部
分
の
、「
の
き
に
う
つ
」
る
「
日
か
げ
」

の
表
現
は
、
光
線
の
動
き
を
捉
え
る
も
の
で
、
伏
見
院
に
は
他
に
も
、

ひ
と
む
ら
の
し
ぐ
れ
は
は
や
く
ふ
り
す
ぎ
て
入
り
日
の
か
げ
ぞ
の
き

に
う
つ
れ
る

（
伏
見
院
御
集

・
冬
）

2405

が
あ
る
。
同
様
の
表
現
と
し
て
、
「
の
き
に
う
つ
ろ
ふ
」
日
影
が
あ
り
、

京
極
派
歌
人
に
、

い
り
や
ら
ぬ
日
か
げ
は
の
き
に
う
つ
ろ
ひ
て
く
れ
な
ゐ
に
ほ
ふ
や
ど

の
梅
が
え

（
俊
光
集

・
続
歌
よ
み
侍
り
し
に
、
檐
梅
）

35

さ
す
と
な
き
日
か
げ
は
軒
に
う
つ
ろ
ひ
て
木
の
葉
に
か
か
る
庭
の
む

ら
さ
め

（
風
雅
集

・
秋
下
・
秋
の
御
歌
の
中
に
・
永
福
門
院
）

642

な
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
光
線
の
推
移
を
捉
え
る
も

の
は
、
京
極
派
に
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
叙
景
歌
で
光
線
を
捉

え
る
も
の
や
、
心
情
を
表
す
形
容
詞
を
排
す
る
も
の
が
、
乾
元
二
年
の
『
仙

洞
五
十
番
歌
合
』
以
後
、
多
く
詠
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
津
田
真
里

氏
に
指
摘
が
あ
る
（
二
十
五
）

。
光
線
の
推
移
を
詠
み
、
詠
歌
主
体
の
心
情
を

表
す
よ
う
な
表
現
を
排
し
た
（
六
）
は
京
極
派
好
み
の
歌
と
い
え
る
が
、

合
点
・
丸
印
と
い
っ
た
記
号
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
第
二
二
紙
に
は
、

広
沢
切
と
の
重
出
歌
が
、
同
紙
一
五
首
中
、
一
三
首
あ
り
、
晩
年
の
伏
見

院
の
好
尚
に
か
な
っ
た
歌
が
並
ぶ
。

前
述
の
ご
と
く
、
合
点
や
丸
印
な
ど
の
添
削
記
号
の
書
き
込
み
は
、
同

じ
紙
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
。
一
方
で
、
添
削
記
号
の
全
く
つ
い
て
い
な

い
紙
は
八
紙
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
紙
に
は
、
こ
の
第
二
二
紙
の
よ
う
に
伏

見
院
お
よ
び
京
極
派
好
み
の
表
現
で
詠
ま
れ
た
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
添
削
記
号
を
付
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

第
二
二
紙
に
は
、

つ
ゆ
き
え
し
秋
の
な
ご
り
も
あ
と
ふ
り
て
又
ゆ
き
わ
く
る
ふ
か
く
さ

の
の
べ

（

）
288

と
い
う
歌
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
『
伏
見
院
御
集
』
の
重
出
歌
の
詞
書
に

「
深
草
法
華
堂
に
舞
う
づ
る
日
」
と
あ
る
。
深
草
法
華
堂
は
、
伏
見
院
の

父
、
後
深
草
院
の
菩
提
所
で
あ
る
の
で
、
後
深
草
院
が
亡
く
な
っ
た
嘉
元

二
年
以
後
の
詠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
（
六
）
を
含
む
第
二
二

紙
は
、
京
極
派
風
の
表
現
の
多
い
こ
と
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
、
嘉
元
二
年

を
前
後
す
る
時
期
の
歌
を
書
き
抜
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

嘉
元
二
年
の
詠
歌
年
次
が
見
え
る
第
八
紙
に
も
、
合
点
や
丸
印
な
ど
の

記
号
が
書
き
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
嘉
元
期
以
降
に

ま
と
め
た
歌
稿
に
は
、
合
点
・
丸
印
な
ど
の
添
削
記
号
が
付
さ
れ
な
く
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

五

以
上
、
合
点
、
丸
印
の
付
い
た
歌
を
含
む
継
紙
と
、
全
く
付
け
ら
れ
て

い
な
い
継
紙
の
う
ち
、
代
表
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
、
そ
の
傾
向
を
検
討

し
た
。
合
点
、
丸
印
の
評
価
の
基
準
に
は
、
各
継
紙
に
よ
っ
て
も
ば
ら
つ
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き
が
あ
り
、
同
時
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
合
点
や
丸
印
は
、
重
出
歌
の
状
況
か
ら
も
、
『
伏
見
院

御
集
』
や
京
極
派
の
勅
撰
集
の
撰
歌
作
業
に
直
接
関
係
し
た
と
も
考
え
ら

れ
な
い
。

実
物
を
確
認
し
た
限
り
で
は
、
丸
印
も
合
点
も
同
時
期
の
も
の
で
同
筆

の
よ
う
に
は
見
え
た
が
、
評
価
基
準
の
ば
ら
つ
き
か
ら
同
時
期
と
は
考
え

に
く
く
、
ま
た
、
す
べ
て
同
一
人
物
の
添
削
と
も
決
め
難
い
も
の
が
あ
る
。

合
点
に
関
し
て
は
、
伏
見
院
の
好
尚
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

院
自
身
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
丸
印
に
関
し
て
は
、
伏

見
院
以
外
の
第
三
者
の
手
に
な
る
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
有
力
な
候
補
と

し
て
は
、
京
極
為
兼
も
考
え
ら
れ
る
が
、
第
一
八
紙

番
歌
の
為
兼
詠
に

236

も
丸
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
丸
印
を
付
け
た
歌
が
後
で
消
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
為
兼
が
一
括
し
て
添
削
し
た
も
の
と
は

考
え
に
く
い
。
丸
印
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
撰
歌
の
目
的
で
、
あ
る
も

の
は
伏
見
院
自
身
の
手
に
よ
っ
て
、
あ
る
も
の
は
そ
れ
以
外
の
個
人
ま
た

は
複
数
人
の
手
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
よ
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
京
極
派
確
立
期
の
嘉
元
期
以
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
に

は
、
添
削
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、
添
削
が
な
さ

れ
た
の
は
永
仁
期
以
降
、
嘉
元
期
以
前
の
間
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
第
三
、
四
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
丸
印
の
付
け
ら
れ
た
継
紙

は
、
永
仁
期
近
く
の
京
極
派
初
期
か
ら
当
分
の
間
の
歌
稿
、
合
点
の
付
け

ら
れ
た
も
の
は
、
京
極
派
歌
風
が
あ
る
程
度
完
成
し
つ
つ
あ
っ
た
頃
の
家

集
の
草
稿
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
丸
印
の
付
く
歌
稿
に
つ
い

て
は
、
そ
の
推
定
さ
れ
る
成
立
時
期
か
ら
、
永
仁
勅
撰
の
議
で
計
画
さ
れ
、

頓
挫
し
た
後
も
そ
れ
を
予
期
し
て
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
勅
撰
集
の
撰

集
作
業
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
、
自
然
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
嘉
元
期
の
歌
稿
と
思
わ
れ
る
継
紙
に
、
広
沢
切
と
の
重
出

歌
が
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。
例
に
あ
げ
た
、
第

二
二
紙
の
広
沢
切
と
の
重
出
歌
は
一
三
首
だ
が
、
そ
の
う
ち
、

・

番

279

280

歌
は
、
広
沢
切
の

・

番
歌
に
、

・

番
歌
は
、
広
沢
切
の

・

1449

1450

283

284

1455

1456

番
歌
に
、

・

・

番
歌
は
、

・

・

番
歌
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し

285

286

287

1915

1916

1917

て
い
る
。
広
沢
切
と
は
題
の
異
な
る
こ
と
か
ら
、
広
沢
切
の
抄
出
作
業
に
、

直
接
当
詠
草
の
一
部
継
紙
が
用
い
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
当
詠
草
の
本
文
が
広
沢
切
の
本
文
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、

に
は
の
お
も
の
お
ば
な
が
う
へ
の
秋
風
に
あ
き
の
あ
は
れ
を
う
か
べ

て
ぞ
み
る

（
第
四
紙
・

）
53

の
第
三
句
は
、
重
複
す
る
広
沢
切
本
文
（
東
山
御
文
庫
蔵
・
『
伏
見
院
御

集
』

）
で
は
、
「

秋

風
に
」
と
、
「
秋
」
の
字
を
打
ち
消
し
て
「
夕
」

（
夕
）

931

の
字
が
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
も
と
は
「
秋
風
に
」
で
あ
っ
た
も

の
を
広
沢
切
に
書
き
抜
く
際
に
、
推
敲
し
て
直
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
他
に
も
、

つ
も
る
ら
ん
ふ
る
ら
ん
ゆ
き
を
き
ゝ
あ
か
し
心
に
ふ
か
き
よ
す
が
ら

の
ゆ
き

（
第
二
二
紙
・

・
風
）

280

は
、
広
沢
切
（
関
口
神
社
蔵
・
『
伏
見
院
御
集
』

）
で
は
第
二
句
が
「
ふ

1450

る
ら
ん
ゆ
き
を
」
と
、
「
ゆ
き
」
を
打
ち
消
し
て
、
「
か
ぜ
」
が
傍
書
さ
れ

（
か
ぜ
）

て
お
り
、
も
と
は
「
ゆ
き
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
推
敲
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
歌
は
、
広
沢
切
内
で
も
重
出
歌
が
あ
る
が
、
そ
ち
ら
（
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
・
『
伏
見
院
御
集
』

）
で
は
、「
ゆ
き
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ

1911

れ
以
外
に
も
、
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す
み
の
ぼ
る
か
げ
も
き
よ
け
き
月
の
そ
ら
に
た
ゞ
ひ
と
ひ
き
の
よ
は

（
ま
へ
）

の
し
ら
く
も

（
第
二
紙
・

）
23

は
、
広
沢
切
（
東
山
御
文
庫
蔵
・
『
伏
見
院
御
集
』

）
で
は
、
第
二
句

939

を
「
お
ほ
ぞ
ら
き
よ
き
」
、
第
三
句
を
「
月
の
ま
へ
に
」
と
す
る
。
第
三

句
に
関
し
て
は
、
当
詠
草
の
推
敲
を
生
か
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
当

詠
草
の
歌
を
別
の
歌
稿
で
書
き
抜
き
、
さ
ら
に
そ
れ
を
も
と
に
広
沢
切
に

書
き
抜
く
作
業
の
過
程
で
、
第
二
句
に
推
敲
を
加
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
当
詠
草
の
継
紙
の
一
部
は
、
広
沢
切
が
ま

と
め
ら
れ
る
前
々
段
階
の
歌
稿
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
伏
見
院
の
家

集
の
歌
稿
は
、
広
沢
切
で
あ
っ
て
も
同
一
の
集
で
は
な
い
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
二
十
六
）

。
当
詠
草
の
場
合
も
、
一
部
は
松
木
切
か
ら
広
沢
切
に

い
た
る
ま
で
の
間
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
ま
と
め
ら
れ
た
家
集
の
草
稿

群
と
考
え
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
人
の
継
紙
に
よ
っ
て
一

つ
の
詠
草
の
体
裁
を
な
し
て
は
い
る
が
、
も
と
は
異
な
る
草
稿
や
抄
出
で

あ
っ
た
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
合
点
・
丸
印
の
つ
い
た
和
歌
を
中
心
に
、
『
伏
見
院
詠
草
』
の

検
討
を
行
っ
た
。当
詠
草
の
丸
印
を
付
け
た
も
の
は
撰
集
を
目
的
と
し
て
、

そ
れ
以
外
は
家
集
の
草
稿
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
撰
集

が
目
的
の
も
の
は
、
具
体
的
に
は
、
永
仁
勅
撰
の
議
以
降
の
撰
歌
作
業
に

用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
京
極
派
歌
風
が
確
立
し
、
京
極
派
歌
人

の
詠
歌
の
技
量
が
上
が
っ
て
、
こ
の
撰
集
資
料
は
、
『
玉
葉
集
』
撰
集
作

業
の
際
に
は
、
用
を
な
さ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の
書
式
、
形
式

を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
伏
見
院
の
関
心
も
変
わ
っ
て
ゆ
き
、
そ
れ
に
従
っ

て
、
家
集
の
草
稿
へ
と
、
作
成
の
目
的
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
初
は
、
伏
見
院
が
合
点
を
付
け
て
歌
風
の
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
伏
見
院
自
身
の
歌
風
も
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
で
そ
う
し

た
作
業
も
不
要
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

当
詠
草
に
は
、
ま
だ
、
勒
句
の
多
い
こ
と
、
為
兼
の
歌
が
混
入
し
て
い

る
こ
と
、
当
詠
草
内
で
も
重
出
歌
の
あ
る
こ
と
な
ど
、
追
究
す
べ
き
問
題

が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

［
注
］

※
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
伏
見
院
詠
草
」
と
『
伏
見
院
御
集
』
の
本
文
と
歌
番

号
に
つ
い
て
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』C

D
-RO

M

版
に
拠
り
、
私
に
一
部
表
記
を

改
め
、
濁
点
を
付
し
た
。
『
伏
見
院
御
集
』
の
一
部
の
本
文
お
よ
び
広
沢
切
断
簡

の
歌
番
号
と
本
文
に
つ
い
て
は
『
伏
見
院
御
集
［
広
沢
切
］
伝
本
・
断
簡
集
成
』

（
久
保
木
哲
夫
・
別
府
節
子
・
石
澤
一
志
・
久
保
木
秀
夫
編
、
平
成
二
三
年
、
笠

間
書
院
）
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
『
万
葉
集
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
基
本
と
し
て

は
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
『
類
聚
古
集
』
（
思
文
閣
出
版
）
に
拠
っ
た
。
そ
れ
以
外

の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。
な
お
、
勅
撰
和
歌
集
は

略
称
を
用
い
る
。

（
一
）
小
林
大
輔
「
新
出
の
伏
見
院
詠
草
に
つ
い
て
」
（
平
成
一
六
年
一
〇
月
二

四
日
和
歌
文
学
会
第
五
十
回
大
会
口
頭
発
表
、
発
表
要
旨
『
和
歌
文
学
研
究
』

平
成
一
七
年
六
月
）
。
当
詠
草
は
全
紙
同
筆
で
、
第
八
紙
の

～

の
詞
書
、

102

105

「
嘉
元
二
年
後
深
草
院
崩
御
秋
比
詠
也
」
に
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

全
紙
、
伏
見
院
自
筆
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
小
林
氏
前
掲
発
表
。
小
林
大
輔
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
伏
見
院
詠
草
』

翻
刻
」（
『
教
育
と
研
究

早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
研
究
紀
要
』
平
成
一

七
年
三
月
）
、「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
伏
見
院
詠
草
』
初
句
索
引
附
全
句
形

一
覧
」（
『
教
育
と
研
究

早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
研
究
紀
要
』
平
成
一

八
年
三
月
、『
新
編
私
家
集
大
成
』C

D
-RO

M

版
「
＊

～

５
巻

―

388

390



- 52 -

１

新
編
増
補

伏
見
院
Ⅲ
」
解
題
（
エ
ム
ワ
イ
企
画
・
平
成
二
〇
年
）
。

（
三
）
小
林
氏
（
一
）
前
掲
発
表
お
よ
び
（
二
）
前
掲
書
。

（
四
）
小
林
氏
の
指
摘
以
降
、
新
た
に
判
明
し
た
も
の
は
次
の
七
項
目
。

→
伏
見
院
御
集

「
（
秋
哥
中
に
）
」

四
句
「
く
さ
木
も
い
ろ
の
」
、

201

936

→
切
一
三
一
―
１

橘
樹
文
庫
、

→
伏
見
院
御
集

「
鴈
」

210

243

911

初
句
「
う
ち
む
れ
て
」・
『
風
雅
集
』

秋
中
「
秋
の
御
歌
の
中
に
」
、

538

→
『
玉
葉
集
』

秋
上
「
秋
御
歌
の
中
に
」

上
句
「
山
風
に
も

267

480

ろ
き
ひ
と
葉
は
か
つ
お
ち
て
」、

→
切
五
一
―
５

『
古
筆
学
大
成

278

』
所
収
（
一
五
五

昭
和
美
術
館
蔵
）

「
澗
草
」、

→
伏
見

20

282

院
御
集

「
冬
雨
」

初
句
「
さ
む
き
日
の
」、

→
伏
見
院
御
集

1882

284

1456

「
野
霜
」・

「
寒
草
」

1914

こ
れ
以
外
に
、
当
詠
草
の
歌
を
大
幅
に
改
訂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ

る
。
現
在
の
調
査
で
は
次
の
一
項
目
。

→
伏
見
院
御
集

初
句
「
秋
の
日
の
」・
三
句
「
い
ろ
み
れ
ば
」

157

2110

・
下
句
「
心
も
よ
は
く
物
ぞ
か
な
し
き
」

（
五
）
『
風
雅
集
』

・
旅
・
「
五
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
旅
」
。
小
林
氏
は

915

（
二
）
前
掲
書
の
当
詠
草
解
題
に
お
い
て
、

番
歌
を
含
む
、

～

番

236

228

239

歌
（
す
べ
て
第
一
八
紙
所
収
）
は
、「
秋
野
風
」
・
「
秋
暁
雲
」・
「
秋
山
木
」

・
「
秋
天
雁
」
の
各
題
を
、「
古
体
・
余
情
・
景
気
」
の
「
三
体
」
に
詠
み
分

け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
う
ち
の
一
首
が
為
兼
の
も
の
と
判
明

し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の

～

番
歌
の
う
ち
の
数
首
も
、

228

239

伏
見
院
以
外
の
人
間
の
作
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

～

番
歌
の
う
ち
、
伏
見
院
の
作
と
確
認
さ
れ
る
の
は
、
伏
見
院

228

239

御
集
と
重
出
す
る
、

・

・

・

番
歌
の
四
首
。
本
稿
で
は
、
仮
に
、

231

233

234

239

番
歌
以
外
は
伏
見
院
の
作
と
考
え
て
、
考
察
を
加
え
た
。

236

（
六
）
小
林
氏
（
一
）
前
掲
発
表
お
よ
び
（
二
）
前
掲
書
。

（
七
）
小
林
氏
（
一
）
前
掲
発
表
。

（
八
）
小
林
氏
（
一
）
前
掲
発
表
。

（
九
）
井
上
宗
雄
「
中
世
歌
書
管
見
」（
『
ぐ
ん
し
ょ
』
昭
和
三
七
年
一
二
月
）・
『
中

世
歌
壇
史
の
研
究

南
北
朝
篇
』
第
一
編
第
一
章
２
（
明
治
書
院
・
初
版
昭

和
四
〇
年
、
改
訂
新
版
昭
和
六
二
年
）・
『
私
家
集
大
成
４

中
世
Ⅱ
』
為
子

・
親
子
集
解
題
。
岩
佐
美
代
子
「
親
子
・
兼
行
・
為
子
集
に
つ
い
て
」（
『
国

語
と
国
文
学
』
昭
和
五
〇
年
一
二
月
、
『
京
極
派
和
歌
の
研
究
』
第
三
篇
第

三
章
再
録
、
笠
間
書
院
・
昭
和
六
二
年
、
改
訂
増
補
新
装
版
平
成
一
九
年
）
。

上
記
お
よ
び
別
府
節
子
氏
の
（
十
）（
十
一
）
後
掲
論
文
以
外
で
参
考
に

し
た
松
木
切
に
関
す
る
研
究
は
、
次
の
通
り
。

田
中
登
「
私
家
集
古
筆
切
覚
書

ー
中
世
期
書
写
の
も
の
を
中
心
に

―
」（
『
手
塚
山
短
期
大
学
紀
要

―
人
文
・
社
会
科
学
編

―
』（
昭

和
五
七
年
一
月
）。
伊
井
春
樹
「
古
筆
切
拾
遺
（
４
）
伝
後
宇
多
天
皇

筆
松
木
切
（
『
兼
行
集
』
）
」（
『
日
本
古
典
文
学
会
会
報
』
昭
和
五
八
年
）
。

次
田
香
澄
「
伏
見
院
の
書
跡
と
書
風

―
付
・
新
出
の
広
沢
切
そ
の

他

―
」（
『
日
本
文
学
研
究
』
昭
和
六
二
年
一
月
）。
小
松
茂
美
『
古

筆
学
大
成

私
家
集
四
』
兼
行
集
解
説
（
講
談
社
・
平
成
四
年
）。

20

石
澤
一
志
「
伝
宇
多
天
皇
筆
「
松
木
切
」
〈
『
兼
行
集
』
断
簡
〉
に
つ

い
て

―
そ
の
原
本
性
と
現
存
諸
本
と
の
関
係

―
」
（
『
和
歌
文
学

研
究
』
平
成
一
〇
年
六
月
）
。
田
中
登
「
『
古
筆
名
葉
集
』
記
事
内
容

考
」（
『
国
文
学
』
平
成
一
一
年
三
月
）。
別
府
節
子
「
鎌
倉
時
代
後
期

の
古
筆
切
資
料

―
京
極
派
を
中
心
に
」（
『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』

平
成
一
八
年
一
月
）
。
久
保
木
秀
夫
『
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
一
六
五
二
〇

一
一
六

散
佚
歌
集
切
集
成

増
訂
第
一
版
』（
国
文
学
研
究
資
料
館

・
平
成
二
〇
年
）。

（
十
）
「
松
木
切
の
考
察
」（
『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
平
成
九
年
九
月
）。
同
論
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文
に
お
い
て
、
別
府
氏
は
、
兼
行
・
親
子
・
為
子
の
三
家
集
が
自
撰
で
は
な

く
、
京
極
派
グ
ル
ー
プ
内
で
、
内
々
の
歌
会
資
料
を
用
い
て
撰
歌
、
書
き
抜

き
の
作
業
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
岩
佐
美
代
子
氏
の
論
（
岩
佐

氏
前
掲
（
九
）
論
文
）
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
ら
永
仁
の
勅
撰
の
際
に
ま

と
め
ら
れ
た
家
集
が
、
複
数
人
に
よ
っ
て
「
寄
合
書
き
」
で
書
き
抜
か
れ
た

も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

（
十
一
）
「
鎌
倉
時
代
後
期
の
古
筆
切
資
料

―
初
期
京
極
派
を
中
心
に
」
（
『
出

光
美
術
館
研
究
紀
要
』
平
成
一
五
年
一
二
月
）。

（
十
二
）
小
林
氏
（
一
）
前
掲
発
表
。

（
十
三
）
次
田
香
澄
「
伏
見
院
の
書
跡
と
書
風

―
付
・
新
出
の
広
沢
切
そ
の
他
」

（
『
日
本
文
学
研
究
』
昭
和
六
二
年
一
月
）。

（
十
四
）
『
古
筆
へ
の
誘
い
』

番
解
題
（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
・
三
弥
井
書

31

店
・
平
成
一
七
年
）。

（
十
五
）
小
林
氏
（
一
）
前
掲
発
表
。

（
十
六
）
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』（
笠
間
書
院
・
平
成
一
一
年
）「
雁
」。
項
目

執
筆
は
村
尾
誠
一
氏
。

（
十
七
）
別
府
氏
（
十
）
前
掲
論
文
。

（
十
八
）
次
田
香
澄
「
京
極
派
和
歌
の
新
資
料
と
そ
の
意
義
」（
『
二
松
学
舎
大
学

論
集
』
昭
和
三
八
年
三
月
）。
小
山
順
子
「
「
新
古
今
集
詞
連
歌
」
考
察

―

和
歌
句
題
、
続
歌
と
詞
連
歌

―
」（
『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
平
成
二
〇

年
三
月
）。

（
十
九
）
『
玉
葉
和
歌
集
全
注
釈

上
巻
』

補
注
（
笠
間
書
院
・
平
成
八
年
）。

535

（
二
十
）
初
期
の
京
極
派
の
観
念
的
傾
向
を
指
摘
し
た
論
考
と
し
て
は
、
岩
佐
美

代
子
「
歌
風
形
成
期
の
京
極
為
兼

―
看
聞
日
記
紙
背
詠
草
と
為
兼
卿
和
歌

抄

―
」
『
京
極
派
歌
人
の
研
究
』
第
一
章
第
二
節
（
笠
間
書
院
・
初
版
昭

和
四
九
年
、
改
訂
新
装
版
平
成
一
九
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
秋
な
る
」

と
同
様
の
発
想
に
、
春
を
定
義
づ
け
よ
う
と
す
る
「
春
て
ふ
」
な
ど
が
あ
る
。

（
二
十
一
）
岩
佐
氏
（
二
十
）
前
掲
論
文
。

（
二
十
二
）「
京
極
派
和
歌
の
時
間
表
現

―
『
為
子
集
』『
親
子
集
』『
兼
行
集
』

の
意
識
か
ら

―
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
九
年
九
月
、
『
中
世
和
歌
連

歌
の
研
究
』
第
一
章
第
一
節
再
録
、
笠
間
書
院
・
平
成
一
四
年
）・
「
楊
梅
兼

行
の
和
歌

―
初
期
京
極
派
詠
と
時
間

―
」（
『
説
林
』
平
成
一
一
年
三
月

初
出
、
『
中
世
和
歌
連
歌
の
研
究
』
第
一
章
第
二
節
再
録
、
笠
間
書
院
・
平

成
一
四
年
）。

（
二
十
三
）
岩
佐
氏
（
九
）
前
掲
論
文
。

（
二
十
四
）
稲
田
利
徳
「
正
徹
の
共
感
覚
的
表
現
歌
の
系
譜
」（
『
国
語
国
文
』
昭

和
四
一
年
一
二
月
）・
「
共
感
覚
的
表
現
歌
の
発
生
と
展
開
」（
『
岡
山
大
学
教

育
学
部
研
究
集
録
』
昭
和
五
〇
年
八
月
）。

（
二
十
五
）
「
風
雅
集
以
後
の
京
極
派
歌
風

―
貞
和
期
の
叙
景
歌

―
」
（
『
名

古
屋
大
学

国
語
国
文
学
』
昭
和
五
五
年
一
二
月
）。

（
二
十
六
）
久
保
木
哲
夫
「
広
沢
切
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
」（
『
都
留
文
科
大

学
研
究
紀
要
』
平
成
一
六
年
一
〇
月
）・
『
伏
見
院
御
集
［
広
沢
切
］
伝
本
・

断
簡
集
成
』
解
題
（
久
保
木
哲
夫
・
別
府
節
子
・
石
澤
一
志
・
久
保
木
哲
夫

編
、
笠
間
書
院
・
平
成
二
二
年
）。
徳
植
俊
之
「
伏
見
院
の
書

―
新
出
広

沢
切
の
紹
介
を
兼
ね
て
」（
『
汲
古
』
平
成
二
二
年
一
二
月
）。

［
追
記
］

校
正
を
終
え
た
後
、
別
府
節
子
氏
の
注
（
十
一
）
前
掲
論
文
に
て
、
松
木
切
の

筆
跡
Ａ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
作
者
未
詳
の
家
集
断
簡
も
題
を
二
、
三
字
下

げ
て
書
く
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
従
っ
て
第
二
章
末
尾
で
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
歌
の
詠
み
ぶ
り
や
筆
跡
の
似
る
、
特

定
の
断
簡
に
、
題
を
二
、
三
字
下
げ
て
書
く
と
い
う
共
通
点
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
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て
は
、
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

［
付
記
］

本
稿
は
平
成
二
〇
年
度
和
歌
文
学
会
（
一
二
月
二
〇
日
、
於
東
京
大
学
）
で
の

研
究
発
表
を
改
稿
し
た
も
の
で
す
。
発
表
の
席
上
で
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
先
生

方
、
発
表
に
際
し
ま
し
て
ご
教
示
賜
り
ま
し
た
小
林
大
輔
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
二
一
～
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）
、

平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
特
別
研
究
員
奨
励
費
の
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

（
あ
お

あ
す
か
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｒ
Ｐ
Ｄ
）


